
森林水文学入門 第 1版 正誤表 Ver.1.5 （2023年 12月 6日） 

赤色塗りつぶし：正誤表に新たに加える事項 

章 頁 箇所 誤 正 

1 2 11 沖他 沖・鼎 

1 9 12～13行 保屋 2014 保屋野 2014 

2 13 2.1式 
DBH

4𝜋
 

π（DBH）
2

4
 

2 21 図 2.6 塚本 1988 塚本 1998 

3 38 表 3.3(a) 1994 68.1 1994 87.0 

4 41 12行 ☓10-23 ☓10-8 

4 47 13行 直射日射 直達日射 

4 49 11行 気温日格差 気温日較差 

4 51 4.29c式 (0.56 − 0.09√𝑒𝑎) (0.56 − 0.08√𝑒𝑎) 

5 57 5.4式 bt bT 

5 65 17行 pi ri 

5 67 7行 ごとに作成 ごとに前 1時間雨量が作成 

6 78 2行 優先 優占 

7 87 図 7.1 貯熱変化量（J） 貯熱変化量（Gc） 

7 93 式 7.21 𝑢∗ = −𝑢′𝑤′̅̅ ̅̅ ̅̅  𝑢∗
2 = −𝑢′𝑤′̅̅ ̅̅ ̅̅  

7 100 文献 （文献の抜け落ち） 
Komatsu H. et al. (2008) ：

J.Hydrol., 348, 330-340 

8 104 
8.3.1 5行

目 
kPa-1 kPa 

11 148 2行 補捉 捕捉 

11 157 23行 g cm-2 g cm-3 

14 202 2行目 補捉 捕捉 

 

  



森林水文学入門 第 1版 増刷時などに改訂する事項（時期未定） 

 

章 頁 箇所 誤 正 

まえがき ⅰ 5行 関り 関わり 

まえがき ⅱ 10,11行 関り 関わり 

2 20 9行 河口までを 河口までの 

3 33 17行 小さい方からに並べた 小さい方から並べた 

5 57 5.7式 (ea/a) (ea/a) 

6 74 7行 標高の高く 標高が高く 

7 87 7行 fraction Fraction 

7 89 
7.3.2の 18

行目 
抵抗を 抵抗が 

8 101 1行 外観 概観 

8 109 図 8.5 図に(a)～（d)が入っていない 図に(a)～（d)を入れる 

8 112 

図 8.7の最

下段 Y軸

凡例 

蒸発散量 乾いた樹冠面からの蒸発 

10 130 4行 最表面から 最表面からの 

10 133 5行 任意に期間 任意の期間 

10 144 11行 Hydrol. Res. Lette. Hydrol. Res. Lett. 

11 146 5行 評価においては 評価は 

12 168 19行 めよ．添え字 めよ． 

12 178 表 12.2 Campbell-Norman Campbell and Norman 

13 192 2行目 

βの値としては 4.5×10-10 m2 N-1

である（大気圧，温 

度 20℃での値）が用いられる． 

βは 4.5×10-10 m2 N-1である（大

気圧，温 

度 20℃での値）． 

14 207 19行目 51 % 51 % が 

14 208 3行目 よりも速い よりも大きい 

14 211 
例題 14.3 

表の降水量 
0  29 0.0 29.0  

15 215 3行 との見積もられている と見積もられている 

15 225 
15.5.6の 6

行目 
et al et al. 

 

  



森林水文学入門 第 1版 松山先生のご指摘 

 

章 頁 箇所 誤 正 

5 57 14,15行 RH イタリック（変更なし） 

7 91 8行 
可能蒸発量を可能蒸発散量に

変更すべし？ 
可能蒸発量（で OK） 

14 210 26 190 m と示した． 190 m であった（変更なし） 

 

  



森林水文学入門 第 1版 正誤表 Ver.1.4 作業用 

赤色塗りつぶし：正誤表として公表、緑色塗りつぶし：増版時に改訂、水色塗りつぶし：修正せず 

塗りつぶし無し：既存の正誤表 

 

 

章 頁 箇所 誤 正 

まえがき ⅰ 5行 関り 関わり 

まえがき ⅱ 10,11行 関り 関わり 

1 2 11 沖他 沖・鼎 

1 9 12～13行 保屋 2014 保屋野 2014 

2 13 2.1式 
DBH

4𝜋
 

π（DBH）
2

4
 

3 33 17行 小さい方からに並べた 小さい方から並べた 

3 38 表 3.3(a) 1994 68.1 1994 87.0 

4 41 12行 ☓10-23 ☓10-8 

4 47 13行 直射日射 直達日射 

4 49 11行 気温日格差 気温日較差 

4 51 4.29c式 (0.56 − 0.09√𝑒𝑎) (0.56 − 0.08√𝑒𝑎) 

5 57 14,15行 RH イタリック（変更なし） 

5 57 5.7式 (ea/a) (ea/a) 

5 65 17行 pi ri 

5 67 7行 ごとに作成 ごとに前 1時間雨量が作成 

6 74 7行 標高の高く 標高が高く 

6 78 2行 優先 優占 

7 87 図 7.1 貯熱変化量（J） 貯熱変化量（Gc） 

7 87 7行 fraction Fraction 

7 89 
7.3.2の 18

行目 
抵抗を 抵抗が 

7 91 8行 
可能蒸発量を可能蒸発散量に

変更すべし？ 
可能蒸発量（で OK） 

7 93 式 7.21 𝑢∗ = −𝑢′𝑤′̅̅ ̅̅ ̅̅  𝑢∗
2 = −𝑢′𝑤′̅̅ ̅̅ ̅̅  

7 100 文献 （文献の抜け落ち） 
Komatsu H. et al. (2008) ：

J.Hydrol., 348, 330-340 

8 101 1行 外観 概観 

8 104 
8.3.1 5行

目 
kPa-1 kPa 



8 112 

図 8.7の最

下段 Y軸

凡例 

蒸発散量 乾いた樹冠面からの蒸発 

12 168 19行 めよ．添え字 めよ． 

12 178 表 12.2 Campbell-Norman Campbell and Norman 

10 130 4行 最表面から 最表面からの 

10 133 5行 任意に期間 任意の期間 

10 144 11行 Hydrol. Res. Lette. Hydrol. Res. Lett. 

11 146 5行 評価においては 評価は 

11 148 2行 補捉 捕捉 

11 157 23行 g cm-2 g cm-3 

12 168 19行 添え字 削除 

12 178 図 12.2 Campbell-Norman Campbell and Norman 

13 192 2行目 

βの値としては 4.5×10-10 m2 N-1

である（大気圧，温 

度 20℃での値）が用いられる． 

βは 4.5×10-10 m2 N-1である（大

気圧，温 

度 20℃での値）． 

14 202 2行目 補捉 捕捉 

14 207 19行目 51 % 51 % が 

14 208 3行目 よりも速い よりも大きい 

14 210 26 190 m と示した． 190 m であった（変更なし） 

14 211 
例題 14.3 

表の降水量 
0  29 0.0 29.0  

15 215 3行 との見積もられている と見積もられている 

15 225 
15.5.6の 6

行目 
et al et al. 

 


